
知多クールサーモンの陸上養殖
TOPIC

　知多緑浜工場で、LNGの未利用冷熱を活用した知多
クールサーモンの陸上養殖（2期目）を2022年11月から
実施しました。
　1期目(2021年11月～2022年6月)の3倍程度とな
る約9,000尾を導入し、2023年5月～6月にかけて大
手スーパーなどで販
売しました。試験結
果等を踏まえ、事業
化に向けて検討を進
めています。低温・冷凍粉砕受託事業

　東邦冷熱(株)は、冷熱エネルギーを活用し､主に｢樹
脂｣の粉砕から分級､混合まで一貫したシステムで､低

ボルダリングジムを新設
　東邦不動産（株）が運営する「邦和みなと スポーツ＆
カルチャー」に、2022年5月、ボルダリングジムを開設
しました。初心者向けウォールや高さ約6.5ｍのクライ
ミングウォール、東海地方初のキューブ型アトラクショ
ンウォールを備えており、お子さまから大人まで地域の
皆さまにご愛顧い
ただいています。

保有不動産・未利用地活用

　当社グループの旧営業所や供給所跡地などの保有
資産やノウハウを積極的に活用し、社会課題の解決や
地域貢献に資する取り組みを推進します。関係会社の東
邦不動産(株)とともに、より付加価値の高い都市空間づ
くりや地域コミュニティの醸成に取り組んでいきます。

冷熱の有効活用

スグコネモバイル
　当社のガス・電気とセットでお得なモバイルＷｉ-Ｆｉサー
ビス「スグコネモバイル」を開始しています。
　月間100GBのデータ容量を端末が届いたその日か
ら利用でき、お客さまに安心してサービスをご利用いた
だけるよう、無料のサポートセン
ターも用意しています。

事業開発
事業報告

外部からの意見・評価
有識者コメント

外部機関からの主なESG評価

主な外部表彰
実績

移行計画
(トランジション・プラン)
策定への期待

　東邦ガスグループでは昨年、「中期経営計画
2022-2025」を公表されました。本書の21～22頁に、
1年目の進捗報告と題して、具体的な取り組みが本書の

どこを読めば理解できるかを示された工夫からは、真摯
かつ実直な姿勢を感じることができました。また、「カー
ボンニュートラル推進につながる技術開発」の開示(77
頁)にも注目しました。
　一方、わが国企業にも「移行計画(トランジション・プラ
ン)」という言葉が知られてきました。これは、現在の企
業の事業実態から将来のカーボンニュートラルを実現さ
せている事業実態への遷移プロセスを描写するもので
す。現時点で、世界のほとんどの国が、実質的なカーボ
ンニュートラルを「国が決定する貢献」として掲げるよう
になりました。民間企業も、もはや「将来のカーボン
ニュートラル実現」を宣言するだけでなく、そこに至るス
テップを構想し、社外へも公表して、さまざまなエンゲー

名 称 主催者 対 象 共同受賞者

三菱重工エンジン＆ターボチャージャ(株)

三井不動産(株)、三井不動産レジデンシャル(株)、東邦不動産(株)、
(株)日建設計、(株)日建設計総合研究所、(株)竹中工務店

2022年度｢技術大賞｣ (一社)日本ガス協会 450kW 高効率ガスコージェネレーションシステム(SGP M450)

―日本サブスクリプション
ビジネス大賞2022「特別賞」

(一社)日本サブスクリプション
ビジネス振興会 １ドリンクサブスク(フラノミスタ)

第60回 
空気調和・衛生工学会賞「技術賞」 (公社) 空気調和・衛生工学会 供給・需要家相互の協創による低炭素街区を実現する

みなとアクルスの地産地消型スマートエネルギーネットワーク

株式会社日本総合研究所 
常務理事

足達 英一郎

ジメントを受け入れながら、計画を精緻化するとともに
信頼と支持を獲得できるか否かが問われる時代に突入
しています。
　本書でも、24頁に「カーボンニュートラルに向けたシ
ナリオ」と題する図が掲載されていますが、来年度に向
けて、さらにこの具体化や精緻化に取り組まれ、移行計
画の策定・公表を目指していただくことを期待します。既
に個別の施策は、これまでの議論の中で多くが網羅され
ているものと想像します。これらを時系列的に統合し、
技術開発のロードマップと組み合わせながら、ストー
リー立てていく作業は、簡単なことではありませんが、そ
れこそが東邦ガスグループの説得力を高めることにな
るでしょう。

FTSE4Good Index Series 2022年より継続して構成銘柄に選定

FTSE Blossom Japan Index 2022年より継続して構成銘柄に選定

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index 2022年より継続して構成銘柄に選定

MSCI日本株女性活躍指数（WIN）※ 2017年より継続して構成銘柄に選定

MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数※ 2017年より継続して構成銘柄に選定

SOMPO サステナビリティ・インデックス 2012年より継続して構成銘柄に選定

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数 2018年より継続して構成銘柄に選定

Morningstar 日本株式 ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT） 2023年より新たに構成銘柄に選定

CDP気候変動2022 A-ランクの評価を取得(A～D-の8段階評価)

CDP水セキュリティ2022 A-ランクの評価を取得(A～D-の8段階評価)

日経「SDGs経営」調査2022 総合評価★★★★を取得

厚生労働省 「えるぼし」認定（女性活躍推進） 2021年より認定

健康経営優良法人2023～ホワイト500～ 2020年より継続して認定

厚生労働省 「くるみん」認定（次世代育成支援） 2018年より認定

厚生労働省 「プラチナくるみん」認定（次世代育成支援） 2023年より認定

省エネコミュニケーション・ランキング制度 都市ガス小売事業者 令和4年度 評価★★★★★を取得

省エネコミュニケーション・ランキング制度 小売電気事業者 令和4年度 評価★★★★★を取得

温破砕受託加工を行っています。
　物質にはある温度以下になると急激に脆くなる性質
があり､常温では粉砕しにくいゴム､プラスチック類な
ど､多様なニーズに対応しています。低温粉砕した粉末
は､｢流動性に優れる｣｢熱による変質がない｣｢酸化劣
化が少ない｣などの
特徴があり､低融点
物質や油分､水分を
含んだものも粉砕
可能なため､様々な
用途に使用されて
います｡

高効率農業
　未利用地活用や地産地消の促進による地域振興に
資する取り組みとして、人工土壌「高機能ソイル」の技術
を保有するスタートアップ企業の(株)TOWINGと協業
しています。2022年度は、作物の栽培実証試験を実施
し、同社への出資を行いました。現在、高機能ソイルの販

売等に関わるビジネスモデルと具体的な協業体制の検
討を進めており、早期事業化を目指しています。

高機能ソイル

低温粉砕プラント

トラウトサーモン水揚げ

ボルダリングジム

栽培中のイチゴ

※ MSCI ESG Indexes ：   THE INCLUSION OF TOHO GAS Co., Ltd. IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS 
OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF TOHO GAS Co., Ltd. BY MSCI OR ANY OF ITS 
AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR 
SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.
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